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くにたち中央図書館 

〒186-0003 国立市富士見台2-34 

☎042-576-0161 

くにたち北市民プラザ図書館 

〒186-0001 国立市北3-1-1 9棟 

☎042-580-7220 

https://www.library-kunitachi.jp 

  

  

平成３０年（２０１８年）１月号 

（「くにたちのとしょかん」通号１４５号） 

蔵書点検のため臨時休館いたします 
 

図書館所蔵資料の所在確認作業のため、上記

の日程で臨時休館します。休館中は電話による

予約等はできません。また、本の返却は駅前の

返却ポスト、各図書館の返却ポストにお願いい

たします。 

利用者の皆さまにはご迷惑をおかけします

が、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

問合せ  

中央図書館：042-576-0161 北市民プラザ図書館：042-580-7220 

 

※1月23日(火)は定期休館日です。 

※各分室は通常通り開室します。 

 

臨時休館日   

中央図書館・北市民プラザ図書館ともに 

1 月22 日(月)～26 日(金)  

 

本年もくにたち図書館をどうぞよろしくお願い

いたします。 

みなさんは「冬」といえば、どんなことをイメー

ジされるでしょうか。今月号は「冬といえば・・・・・・」

というテーマで図書館員がおススメする本をご紹

介します。 

 

 

蔵書点検って？ 

蔵書点検は、書棚にある全ての本のバーコードをスキ

ャンし、データベースと突き合せ、所在確認をする作業

です。 

もともとは「曝書（ばくしょ）」と言われ、蔵に納めら

れた本などに日光をあて、虫干しをする作業でした。実

際に「虫干し」をする訳ではありませんが、40 年程前ま

ではこの用語が使われていました。資料情報のコンピュ

ータ化とともに、「蔵書点検」と言うようになっています。 

この作業により、行方不明の本が見つかることもあり

ますが、残念な事に行方知れずのものも確認されること

があります。図書館にとっては定期的に必要な作業です。 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図書館員のおすすめの本 テーマ「冬といえば・・・・・・」 

 

 

 

 

 

 

冬のイメージが強い国といえば、ロシア！ 

寒い冬、一風変わったロシア文学を想像力全開

で読んでみてはいかがでしょう。『鼻／外套／査

察官』（ゴーゴリ／著 光文社）は、読みやすい

落語調の邦訳で、ロシア文学入門にもお勧め。

ＳＦ好きなら、未来の統一国家が舞台の『われ

ら』（ザミャーチン／著 岩波文庫）。 

ファンタジー好きの方は、是非『巨匠とマルガ

リータ』（ブルガーコフ／著 岩波文庫）に挑戦

を！予測不能の自由すぎる展開に、ついていっ

てください！(ノд°) （中央・O） 

 冬といえば東山魁夷の描く白い雪におおわれた樹々の日本画

を思い出しますが、なんといっても手足の冷えに悩むこの時期、

わたしのお勧めは『冷たい飲み物はとるな』（胡伊拉 ／著 幻

冬舎）です。著者は中国の医師です。病気の原因はすべて「あ

なたの行動」の中にあるのです！と語る著者。 

風邪を撃退する習慣など中高年の健康意識の高い方、勉強に

なる事がきっとあると思います。 

 ぜひ、ご一読ください！！（北・T） 

 

私が澄んだ冬の空気の中で読みたくなるのは『富士日

記』（武田百合子／著 中央公論社）。夫・武田泰淳と過

ごした富士山麓での13 年間を綴った日記です。 

 なんということのない日常を書き留めた文章は、恬淡と

しながらも、時に冷気のように鋭くてハッとさせられま

す。買い物や献立の記録など、日々を切り取った日記であ

るのに、なぜか普遍性を感じさせる不思議な文です。 

 寒い部屋の中、布団にもぐりこんで、鼻先を冷やしなが

ら読むのがおすすめ。（中央・U） 

 

冬に恋しくなる食べ物といえば、「お鍋」ですよね。 

私のお勧めは、３７人もの著名な作家の書く「鍋」をテー

マにしたエッセイ集『ぐつぐつ、お鍋』（阿川佐和子／[他]著 

河出書房新社）です。 

具材は何を入れるか？出汁は何味にするか？誰とお鍋を

囲むのか？様々なメニューやこだわり、エピソードを読むう

ちに、必ずあたたかいお鍋が食べたくなる、寒い季節にぴっ

たりの一冊です。（中央・T） 

 

『大雪物語』（藤田宜永／著 講談社） 

雪に閉ざされた長根県K 町に起きる 6 つの

物語です。大雪で逃げる事もできない、外から

助けにも来られないという状況で、そこにいる

(暮らす)人達のその後の人生が少しずつ変わっ

ていきます。ハラハラしたり、ほっこりしたり、

冬の日に暖かい部屋でゆったりと読むのに 

おススメな一冊です。ぜひ。 

（中央・Y） 

冬といえば「映画と本ですよね」暖かい部屋の

中異次元の世界へ浸りませんか？ 

私のお勧めは、『アンドロイドは電気羊の夢を

見るか？』（フィリップ・ｋ・ディック／著 早川

書房）です。この本が原作となり、映画「ブレー

ドランナー」が作られました。 

荒廃した未来都市で起こる人間模様？など現

代への風刺としてぐんぐん引き込まれることで

しょう。 

原書『Do Androids Dream of Electric 

Sheep？』もいかがですか？ 

本と映画を見比べるのもお勧めです。（北・D） 
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一般：今月の本棚 （中央館1 階） 

 

特集：認知症を知る 

児童：今月の本棚（中央館2 階階段踊り場） 

特集： 雪やこんこ 霜も氷も！ 

参加は無料、申込みは不要です。途中入場はで
きませんので、時間までにお越しください。 

問合せ 中央図書館 042-576-0161 

～昔話の語りをきいてみませんか～ 

 
くにたち図書館で行なっているお話会（昔話

や物語等を語るストーリーテリング）を、大人

の方向けに行います。ぜひご来場ください。 

 

<第五回> 

日時 １月２９日（月） 

   午後２：３０～（２：００開場） 

場所 中央図書館２Ｆ 

内容 「だいくとおにろく」 

「オールダリー山の魔法使い」など 

お話 くにたちお話の会 

 

 

 

この冬はラニーニャの発生で、寒さが厳しくなるようで

す。霜で屋根が真っ白になったり、霜柱も見かけることが

多くなることでしょう。雪もたくさん降るのでしょうか。 

 

『人を見捨てない国、スウェーデン』 三瓶恵子／

著 岩波書店 2013 

「大学入試の無い国」を研究するためにスウェー

デンにやってきた三瓶さんが、スウェーデン社会に

ついてまとめた本です。 

一人一人に合わせる教育、家事分担はほぼ男5：

女5という世界一進んだ男女平等、日本とかなり違

う結婚事情などなど、興味深い内容ばかり。 

現代社会にストレスを感じているみなさんに、是非

読んでいただきたいです。 

「魅本帖」は利用者が薦める本の情報板です。常時、原

稿を募集しています。中央図書館 1 階に用紙があります

ので、ぜひ皆さんの「おすすめの本」をご紹介ください。 

次回は２月２３日（金）です。 

 

大人のためのお話会  

 

厚生労働省によると、２０２５年には認知症の人が

７００万人に達すると推測されています。 

当事者や介護する家族の方が住み慣れた地域でいき

いきと暮らしていけるよう、まずは認知症について理

解してみませんか。 

『雪の写真家ベントレー』 

ジャクリーン・ブリッグズ・マーティン／作 メアリー・

アゼアリアン／絵 千葉茂樹／訳 BL 出版 

  今から100年以上も前、１７歳で顕微鏡付きのカメラを手にいれた

少年は、その後長い年月をかけ、雪の結晶の写真を撮り続けます。そも

そも、一片の雪が六角形の結晶であることを発見したのもこの少年なの

です。アメリカの農家に生まれた少年は、幼い頃から自然の様々なもの

に興味を持ち、中でも特に心惹かれたのが「雪」。決して豊かとはいえ

ない環境でしたが、両親は息子の願いを叶え、高価なカメラを買い与え

たのでした。1931年「雪の結晶（Snow Crystals）」が出版されます。 

 

『きらきら』谷川俊太郎／文 吉田六郎／写真 アリス館 

 本当にキラキラと美しい雪の結晶です。撮影した吉田六郎は科学映画

監督でもあります。雪の結晶の仕組みを解き明かし、人工雪を作ること

に世界で初めて成功した中谷宇吉郎博士との出会いから、生涯を雪の結

晶の撮影に取り組むことになりました。その中谷博士はベントレーの

「雪の結晶（Snow Crystals）」との出会いが雪の研究のきっかけとな

ったといいます。 

 

http://www.amazon.co.jp/%E9%9B%AA%E3%81%AE%E5%86%99%E7%9C%9F%E5%AE%B6%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%AC%E3%83%BC-%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%B0%E3%82%BA-%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%B3-%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%B3/dp/4892387525?SubscriptionId=15SMZCTB9V8NGR2TW082&tag=konohoshi09-22&linkCode=xm2&camp=2025&creative=165953&creativeASIN=4892387525
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    午後2時-5時

　　午後3：30-

　　第2・4金曜日

　　午後4：00-

→1/12、26

　　午後3：45-

●おはなしのじかん

→1/7、14、21、28

●おはなしのじかん

　　（5歳以上）

　　毎週水曜日

　　午後3：30-

　　午後3：00-

●かみしばいのじかん

毎週土曜日

→1/6,13,20,27

1月はお休みです

→1/15、22、29 →1/17、31　　午前10：00-正午

●えほんとおはなしの

　　　　　　じかん

　　午前11：00- ●おはなしのじかん

　　　（5歳以上）

●工作のじかん

　　第4水曜日→1/6,13,20,27

　　②午後3：30-

→1/10、24

　　午後3：00-

042-580-7214 →1/17、31→1/10,17,31 　　第2・4水曜日

　　①午後3：00-

→1/10 　お休みです

●えほんのじかん

　　（2歳以上）

　　第1･3･5水曜日

　　毎週日曜日

　　午前11：00- 　　午後3：00-

●おひざにだっこ

　　　　（0～2歳）

金・土　　午前10時-5時

月・金 午後2時-5時 水・金 午後2時-5時

　　第1・2水曜日 　　第4月曜日 ●おひざにだっこ

　　　　（0～2歳）

　　第2・4土曜日

　　①午前10：00- 　　午前10：30-

　　午後3：00-　　②午前10：30- →臨時休館のため

　　毎週月曜日

　　午後3：00-

　　第1･3・5水曜日●南書庫公開

　　第3土曜日

月・水・木・金　 水・木・日　午後2時-5時●おひざにだっこ

　　（0～2歳）

●わらべうたであそぼう

　（1歳半～3歳）

土･日　午前10時-5時

●えほんとおはなしの

　　　　　　じかん

042-580-7219

中央図書館 北市民ﾌﾟﾗｻﾞ図書館 南市民ﾌﾟﾗｻﾞ分室 下谷保分室 青柳分室 東分室

042-576-0161 042-580-7220 042-580-7216 042-580-7215 042-540-7367

　　毎週水曜日

谷保東分室

→1/5、12、19、26→1/7,14,21,28

　　毎週日曜日

→1/10、17、31 →1/7、14、21、28

→1/24　　午後3：30-　　午前11：00-

　　午後3：00-

→1/20

　　毎週水曜日

　　午後3：30-

→1/10、17、24、31

　　毎週金曜日

　　午後3：30-

→1/5、12、19、26

●えほんのじかん

　　（2歳以上）

●えほんとおはなし

　　　　のじかん

●えほんのじかん

　　（2歳以上）

●えほんのじかん

　　　（2歳以上）

→1/10,17,31

→1/10、17、31

   毎週水曜日

　　午後2：30- 　　午後3：30-

　　毎週土曜日 水・金 午後2時-5時

→1/13、27

　　毎週日曜日 　　毎週金曜日　　毎週水曜日

　　　　　　　　  

１月の各図書館イベント一覧 

 

 

開館時間 

中央図書館 

午前9：30～午後7：00 

（土・日・祝日は午後5：00 まで） 

北市民プラザ図書館 

午前9：30～午後5：00 

（祝日を除く水曜は午後7：00 まで） 

【祝日の開館について】 

中央・北市民プラザ図書館は、祝日も開館 

各分室は、開室日が祝日にあたる場合は休室、 

ただし、祝日が土日の場合は開室いたします。 

 
 中央図書館の「えほんのじかん」「おひざにだっこできく

絵本読みのじかん」などで活動しています。図書館だけで

なく、児童館での「カンガルー広場」や、子ども家庭支援セ

ンターなどでの読み聞かせも定期的に行なっています。 

 これらの活動が評価され、「本を通じて青少年の健全育成

に尽力」した団体として、平成２９年１１月に国立市市民

表彰を受賞しました。 

ボランティア紹介：「絵本の読み聞かせボランティア」 


